
「水の分配」教材を使った
問題解決学習の授業実践

ひがし も ず



質問：何の教科の学習目標？

•日常生活の身近な話題について，
英語を聞いたり話したりして，情
報や考えなどを理解し，伝える基
礎的な能力を養うとともに，積極
的にコミュニケーションを図ろうと
する態度を育てる。

英語を聞いたり話したりして

コミュニケ-ション英語Ⅰ



教科情報の学習目標は？

コンピュータリテラシ？

昔は情報処理だった



教科情報で教えること?
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21世紀型スキルのカテゴリ
（http://atc21s.org/）



21世紀型スキルの領域
（http://atc21s.org/）



高等学校学習指導要領 第1章総則

• 各教科・科目の指導に当たっては、生徒の思
考力、判断力、表現力等をはぐくむ観点から、
基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図
る学習活動を重視するとともに、言語に対す
る関心や理解を深め、言語に関する能力の
育成を図る上で必要な言語環境を整え、生徒
の言語活動を充実すること。

言語活動の
充実



教育の情報化ビジョン 第一章

• 21世紀を生きる子どもたちに求められる力を

育むためには、（中略）異なる背景や多様な
能力を持つ子どもたちがコミュニケーションを
通じて協働して新たな価値を生み出す教育を
行うことが重要になる。

協働学習

コミュニ
ケーション



共通教科情報科の目標
（高等学校学習指導要領）

• 情報及び情報技術を活用するための知
識と技能を習得させ，

• 情報に関する科学的な見方や考え方を
養うとともに，

• 社会の中で情報及び情報技術が果たし
ている役割や影響を理解させ，

• 社会の情報化の進展に主体的に対応で
きる能力と態度を育てる。



「社会と情報」の目標
（高等学校学習指導要領）

• 情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影
響を理解させ，

• 情報機器や情報通信ネットワークなどを
適切に活用して情報を収集，処理，表現
するとともに効果的にコミュニケーション
を行う能力を養い，

• 情報社会に積極的に参画する態度を育
てる。



「社会と情報」の内容
（高等学校学習指導要領）

(4) 望ましい情報社会の構築

ア 社会における情報システム

情報システムの種類や特徴を理解させるとともに，それら
が社会生活に果たす役割と及ぼす影響を理解させる。

イ 情報システムと人間

人間にとって利用しやすい情報システムの在り方，情報
通信ネットワークを活用して様々な意見を提案し集約する
ための方法について考えさせる。

ウ 情報社会における問題の解決

情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して
問題を解決する方法を習得させる。 問題解決



「情報の科学」の目標
（高等学校学習指導要領）

• 情報社会を支える情報技術の役割や影
響を理解させるとともに，

• 情報と情報技術を問題の発見と解決に
効果的に活用するための科学的な考え
方を習得させ，

• 情報社会の発展に主体的に寄与する能
力と態度を育てる。



「情報の科学」の内容
（高等学校学習指導要領）

(2) 問題解決とコンピュータの活用

ア 問題解決の基本的な考え方

問題の発見，明確化，分析及び解決の方法を習得させ，問題解決の目的や状況に応じてこ
れらの方法を適切に選択することの重要性を考えさせる。

イ 問題の解決と処理手順の自動化

問題の解法をアルゴリズムを用いて表現する方法を習得させ，コンピュータによる処理手順
の自動実行の有用性を理解させる。

ウ モデル化とシミュレーション

モデル化とシミュレーションの考え方や方法を理解させ，実際の問題解決に活用できるように
する。

(3) 情報の管理と問題解決

ア 情報通信ネットワークと問題解決

問題解決における情報通信ネットワークの活用方法を習得させ，情報を共有することの有用
性を理解させる。

イ 情報の蓄積・管理とデータベース

情報を蓄積し管理・検索するためのデータベースの概念を理解させ，問題解決にデータベー
スを活用できるようにする。

ウ 問題解決の評価と改善

問題解決の過程と結果について評価し，改善することの意義や重要性を理解させる。

13ヶ所の問題解決



問題解決の方法と手順

（実教出版：情報の科学ｐ９４）

問題の明確化

情報の収集

情報の整理・分析

解決案の検討・評価

解決案の実施と反省

問題をどのように
入手するか？

分析に適した問題か?

情報機器を
活用できるか？

結論に結びつく
情報が得られるか？



Bowland Maths Webサイト
(http://www.bowlandmaths.org.uk/)



ボーランドジャパン Webサイト
(http://bowlandjapan.org/)



ボーランドジャパン 教材
(http://bowlandjapan.org/)



「水の分配」教材の概要

【概要】生徒たちは，中近東および北アフリカの
国々へ水資源を提供する任務を負った国際支
援機関（WWRB）の事務官を演じる。

彼らは各国における水の利用可能量を公平に

比較し，どの国がいちばん水を必要としている
のかを決めるための手段を検討する。

当該地域における水の重要性を説明する文書
を詳細に調査し，関連データを収集する。



「水の分配」問題

【問題】

国際支援機関（WWRB）から，水不足に悩
むアルジェリア，ヨルダン，トルコの3か国

へ「水」を公平に分配するという任務が与
えられた。どのように分配すればよいだ
ろうか。

「水」を公平に分配する



全体討議

「3つの国に、１：１：１に分配する」を生徒に提示

これが公平か
生徒に考えさせる

人口

面積

降雨量

気温



個別学習

• 地理的位置の確認（ICTの活用）

• 国別に色を塗る



トルコ

ヨルダン
アルジェリア



配布データ（エクセル）

国際支援機関資料

国
人口
【百万
人】

割合 面積（Km２） 割合
人口密
度

人/Km２

農業にお
ける
経済活
動人口
【万人】

割合
耕地面
積

(km2)

1年間に
利用可
能な水
(Km3)

割合

アルジェ
リア

35 2,381,740 316 84,350 12 

ヨルダン 6 89,320 12 2,830 1 

トルコ 72 783,560 817 242,940 214 

合計 100 100 100 100



授業の流れ
• 導入(5分)：問題の説明。
• 全体討議(5分)：１：１：１に公平に分けることを教
師から説明。生徒から異議がでて、人口、降雨
量、面積、気温などのデータがほしいと意見が
出た。エクセルのデータを配布。

• 個別学習(10分)：データを分析する方法を考え、
式の意味を考えてエクセル上で計算した。

• 自分の考えを紙にまとめる(5分)
• 協働学習(15分)：4人のグループで話し合い
• まとめ(5分)：結果を記入
• 振り返り(5分)：感想の記入



生徒の意見（人口）

• 国民1人当たりの水使用量が同じとすると、

人口を掛けたものが国全体で必要な数字に
なる



生徒の意見（利用可能な水の量）

• 降水量が違うので、1年間に利用可能な水の
量が国によって違う。そこで、

（利用可能な水の量）÷（人口）を使う

• （利用可能な水の量）÷（人口）は、1年間に1
人当たり利用可能な水の量になる



生徒の意見（農業）

• 大量の水を使うのは、生活用水より

農業、工業であろう。

• 面積ではなく、耕地面積が大切



生徒の意見
（人口、農業、利用可能な水の量）

• 1年間に利用可能な水の量÷人口

• 耕地面積÷農業従事人口

この２つを掛けた

1年間に利用可能な水の量÷（人口＋農業にお
ける経済活動人口) で求めた



振り返りシート

• 他人の意見を聞いて思ったこと

• 自分の意見を正確に伝えること

• 正解のない問題を考えることの大切さについて



他人の意見を聞いて思ったこと

• 自分の意見が正しいと思ったけれど、他の人
に意見を聞いて納得する部分もあった

• 自分が考えつかない意見を持っているひとが
いて、いろいろな発見があった

• 自分の意見とまったく違ってびっくりした

• ちゃんと考えているな、と思った

• 人それぞれ考え方がちがう

• ○○は自己中



自分の意見を正確に伝えること

• 大切だとおもう

• できた

• 相手に分かってもらえた時はうれしい

• しっかりした理由を考えて伝えたほうがいい

• 相手に説明して伝えることが難しかった

• わかりやすく言うのは難しい

• 説明しても理解してくれなかった



正解のない問題を考えることの大切さについて

• 正解のない答えを出すことは、これから求め
られると思うから大切やと思う

• 正解がなくても考えることが大事だと思った

• いろいろな方法を考えると頭が活性化する

• 正解がないので、いかに自分の考えが相手
に納得してもらえるかが大切

• 自分の考えを持ち、伝えることが大切だ

• 話し合うことが大切だと思った



結果



問題発見になっているか？

• 問題点を発見させ、分析のために必要なこと
を考えさせることができた。



情報科としてのアイデンティは？

• エクセルのデータを使って、必要な数値を算
出できた。



協働学習になっているか？

• グループでの意見交換で、様々な他人の考
え方の違いを実感させることができた。



授業の目標が達成できたか？

• この授業で正解のない問題を解くことの意義
を生徒は感じ取っていた。





ボーランドジャパン 教材
(http://bowlandjapan.org/)



ボーランドジャパン 教材
(http://bowlandjapan.org/)



29.草むしりのお駄賃

兄（12 歳）と弟（10 歳）は庭の草むしりのお手伝

いをしました。兄と弟が働いた時間と草むしりをし
た面積は下のようになりました。

お手伝いをしたので，お父さんから，あわせて
3000円をいただきました。二人はこのお金をどの
ように分ければよいか悩んでいます。
いくらずつに分けるとよいでしょうか

兄 午後 1時～午後 3時 30m2

弟 午後 1時～午後 2時 10m2



30.割り勘

お友達の家族（母とお友達）と私の家族（母と私）で1台
のタクシーに乗り，順に家をまわって遠い私の家族
（母）がタクシー料金 3600円を払いました。

お友達のお母さんは，降りるときに「タクシー代は後で
払いますから，いくら払えばよいか後で教えてくださ
い。」と言いました。

私は，タクシーの料金をお友達のお母さんにいくら請求
すればよいか考えてしまいました。

ただし，タクシーに乗った総距離のおよそ半分行ったと
ころで，お友達の家族は降りました。



高校生の科学等に関する意識調査報告書-
日本・米国・中国・韓国の比較-
（国立青少年教育振興機構 2014.8.6）




